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論   文   の   要   旨 
  





第１章において著者は、ペルオキシソーム局在型 4 量体カルボニル還元酵素（Peroxisomal 

















 第２章において著者は、マラリア原虫 Plasmodium falciparum由来 Phosphoglucose isomerase（PfPGI)
の立体構造解析と哺乳類由来同酵素の基質認識部位との比較検討を報告している。PGIは、解糖系の 2番













審   査   の   要   旨 
  
本論文で著者は、2種類の酵素に注目し、X線結晶構造解析と生化学的解析に基づいて、従来解明され
ていなかった機能や特徴の発見に成功している。第１章において報告された PerCR のペルオキソーム局
在化シグナルの研究で著者は、局在化メカニズムに対する知見を与えただけでなく、シグナルペプチド
が酵素自体の安定性や活性に及ぼすことを示した。これは、従来想定されてこなかったシグナルペプチ
ドの新しい機能的意義を提示するものであり、新規性に富むと評価できる。また、第２章において報告さ
れた PGI のマラリア原虫とマウスとの構造的差異の発見は、基礎科学のみならず応用面でも意義深い。
現在も世界中で毎年３億人近い人々がマラリアを発症し、そして推計６０万人強がマラリアによって死
に至っている。地球温暖化の影響や既存の抗マラリア薬に対する耐性原虫の出現などの問題により、新
たな作用機序の抗マラリア薬の開発は重要な課題である。著者の成果は、将来的な抗マラリア薬の開発
という応用面にも影響を与えうる点で評価できる。 
平成３０年１月３０日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最
終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
